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○
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
抄
）

（
手
数
料
）

第
百
七
十
四
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

二

電
気
通
信
主
任
技
術
者
試
験
又
は
工
事
担
任
者
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

三

第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
又
は
第
六
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
登
録
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

四

第
八
十
五
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
行
う
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

五

第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六

第
百
二
条
第
一
項
（
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
技
術
基
準
適
合
認
定
又
は
設
計

認
証
を
求
め
る
者

七

電
気
通
信
主
任
技
術
者
資
格
者
証
又
は
工
事
担
任
者
資
格
者
証
の
交
付
又
は
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

２

前
項
の
手
数
料
は
、
指
定
試
験
機
関
が
そ
の
試
験
事
務
を
行
う
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
納
め
る
も
の
に
つ
い
て
は

当
該
指
定
試
験
機
関
の
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
国
庫
の
収
入
と
す
る
。

○
電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
七
十
五
号
）
（
抄
）

（
手
数
料
）

第
十
三
条

法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す

る
。

別
表
第
二
（
第
十
三
条
関
係
）

手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者

金
額

一

法
第
十
二
条
の
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
更
新
を

五
五
、
〇
〇
〇
円

受
け
よ
う
と
す
る
者
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二

電
気
通
信
主
任
技
術
者
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

一
八
、
七
〇
〇
円
（
法
第
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
く
総
務
省
令
の
規
定
に
よ
り
電
気
通
信
主
任
技
術
者
試

験
の
試
験
科
目
に
つ
い
て
試
験
を
免
除
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
一
八
、
七
〇
〇
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

実
費
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
額
）

三

工
事
担
任
者
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

八
、
七
〇
〇
円
（
法
第
七
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
省
令

の
規
定
に
よ
り
工
事
担
任
者
試
験
の
試
験
科
目
に
つ
い
て

試
験
を
免
除
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
八
、
七
〇
〇
円
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
実
費
を
勘
案
し
て
総
務
省
令

で
定
め
る
額
）

四

法
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受

五
〇
、
七
〇
〇
円

け
よ
う
と
す
る
者

五

法
第
六
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
登
録

一
九
、
〇
〇
〇
円

を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六

法
第
八
十
五
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大

二
八
、
八
〇
〇
円

臣
が
行
う
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

七

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
更
新
を

一
六
、
九
〇
〇
円

受
け
よ
う
と
す
る
者

八

電
気
通
信
主
任
技
術
者
資
格
者
証
又
は
工
事
担
任
者
資

一
、
七
〇
〇
円
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格
者
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

九

電
気
通
信
主
任
技
術
者
資
格
者
証
又
は
工
事
担
任
者
資

一
、
三
五
〇
円

格
者
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

備
考

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
登
録
の
更
新
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け

る
こ
の
票
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
七
の
項
中
「
一
六
、
九
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
六
、
八
〇
〇
円
」
と
す
る

。


